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				東ティモールでのトイレの普及と衛生環境改善の活動は急速に進み、2024年までに屋外排泄をなくし、全国で衛生的なトイレを取り入れることが国の具体計画として決まりました。
これをもって「nepia 千のトイレプロジェクト」はスタート以来の役割を達成し、活動を終了させていただくことになりました。


				
					[image: 13年間の多くのみなさまのご協力が、大きな成果につながりました。]
				


				「千のトイレプロジェクト from 2008 to 2021」
13年間の成果

				13年間で、約13万4,000人の子どもと家族が
衛生的なトイレを使えるようになりました。

					[image: 寄付額　約2億1,000万円]
	[image: トイレをつかえるようになった人　約13万4,000人]
	[image: トイレづくり　約2万2,000件]
	[image: 屋外排泄根絶宣言　68の村 425集落]


				
				2008年から2020年の間に、
5歳未満の子どもの死亡率が約36％改善しました。

				[image: プロジェクトによるトイレ建設数と乳幼児死亡率・5歳未満児死亡率の推移]

				死亡率推移の出典:「ユニセフ 世界子供白書2021 －子どもの死亡率に関する指標」より　※2021年11月現在（建設中のトイレを含む）


				「千のトイレプロジェクト」とは

				ネピアは、2008年から、毎年キャンペーン期間を定め、その期間中の対象商品の売上の一部を寄付し、ユニセフの活動を支援してきました。東ティモールは、2002年に独立したばかりの若い国。農村部は特にインフラが整っておらず、屋外排泄が原因で、下痢をはじめとする病気になり、命を失う子どもたちも後をたちませんでした。しかし、プロジェクトの活動期間を通じて子どもの死亡率は低下。長年みなさまにご協力いただいたこの活動が、この度、東ティモール全土にトイレ普及（2024年までの計画成立）という形で実を結び、衛生環境の改善へとつながりました。
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				詳しくはこちら


				プロジェクトメンバーの声

				
					
						[image: ビラール・アウラン・ゼブ・ドゥッラーニー]
						
							ビラール・アウラン・ゼブ・ドゥッラーニー

							ユニセフ東ティモール事務所代表

							長年賜りました揺るぎないご支援に心より感謝申し上げます。
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							早水 研

							日本ユニセフ協会専務理事

							これまでのご支援は確実に実を結び、現在では2024年に達成の見通しを掲げられるようにまでなりました。
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						[image: 久木田 純]
						
							久木田 純

							元ユニセフ東ティモール代表・関西学院大学教授

							多くの子どもたちの命と健康がまもられてきたことに、当時のユニセフの所長として深く感謝します。

						

						[image: ]

					
					
						[image: 小林 紀晴]
						
							小林 紀晴

							フォトグラファー

							いつしか、東ティモールへ子供たちを撮りに行くことは私のライフワークになっていました。
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							並河 進

							コピーライター

							マーケティングで人の命が守れるんだ、と誇りに思えるプロジェクトでした。
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						[image: 佐藤 邦子]
						
							佐藤 邦子

							通訳 元現地NGO

							千のトイレプロジェクトで初期の頃、現地通訳に関わらせていただきました。
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				東ティモール視察レポート
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				東ティモール視察レポート

			

		


      
        
          Message Movie

		  2017年制作　撮影：小林紀晴　歌：Yae
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					プロジェクトに寄せられた、みなさまの声
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				ユニセフ東ティモール事務所代表
バレリー・テイトン氏からのメッセージ

				東ティモールの子どもたち、そしてユニセフを代表して、千のトイレプロジェクト実施に支援の手を伸ばしてくださっている王子ネピア様、そして日本の消費者の皆様に厚く御礼申し上げます。皆様のあたたかいご支援により、東ティモールの僻地では、子どもたちとその家族をとりまく生活環境が改善しています。

				千のトイレプロジェクトにより、子どもたちは改善された衛生施設を利用できるようになりました。これにより、健康的な環境が確保され、感染症から子どもたちの命を守ることができるようになりました。東ティモールの子どもたちとその家族に対する、これまでのご支援を心より感謝申し上げます。

				ユニセフ東ティモール事務所代表
バレリー・テイトン
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				ビラール・アウラン・ゼブ・ドゥッラーニー

				ユニセフ東ティモール事務所代表

				In Timor-Leste, an average of 1,771 children under the age of 5 died each year between 2010 and2020, with one of the leading causes being diarrhea which is mainly caused by poor sanitation and hygiene practices.

					To help reduce deaths from poor sanitation and hygiene, Oji Nepia had been supporting Timor-Leste with a specific goal – to ensure children and families are able to improve their hygiene and sanitation status, including by improving access to toilets. What started out titled the ‘1000 toilets project’ has, over the past 13 years, resulted in 21,767 toilets being built by families and 134,027 people have benefitted from this project. Together, we are making significant contributions toTimor-Leste’s goal of reaching 100% open defecation free status by 2024.

					UNICEF and the people we have supported with this project are extremely grateful for the unwavering support over the years. Oji Nepia has lived up to its philosophy of ‘harmony with nature and society’ and its goal of supporting the achievement of the UN’s susutainable development goals.
				

				nepia「千のトイレプロジェクト」終了に際し、感謝のメッセージ

				東ティモールでは、2010 年から2020 年にかけて、毎年平均1,771 人の5 歳未満の子どもが命を落とし、その主な原因のひとつは不衛生な習慣が引き起こす下痢によるものでした。

					貴社は、同国の子どもたちや家族が不衛生な環境が原因で命を落とさないように、トイレへのアクセスを向上させ、衛生環境を改善させることを目標に支援を続けてくださいました。

					「千のトイレプロジェクト」を通じて、13 年間でトイレを必要としている家族によって21,767 基が作られ、134,027 人が恩恵を受けました。

					この成果は、2024 年までに屋外排泄の習慣を根絶するという同国の目標に大きく貢献しています。

					ユニセフ及びこのプロジェクトにより恩恵を受けた方々より、長年賜りました揺るぎないご支援に心より感謝申し上げます。「人と自然が調和して生きられる未来」という理念と、SDGs の目標達成を支援するという目標に沿ってご支援いただきました。
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				早水 研

				日本ユニセフ協会専務理事

				nepia「千のトイレプロジェクト」終了に際し、感謝のメッセージ

				国際衛生年にあたる2008年より、アジアで一番新しい国である東ティモール民主共和国のトイレと水の問題に取り組む「千のトイレプロジェクト」を通じて、13年にわたりあたたかいご支援を賜りまして誠にありがとうございました。

					流通企業を含む多くのみなさまからのお力添えのもと、当初、2020年を目標に据えていた国内全域での改善されたトイレ普及と屋外排泄の習慣根絶は、新型コロナウイルス感染拡大の影響で先送りを余儀なくされました。しかし、これまでのご支援は確実に実を結び、現在では2024年に達成の見通しを掲げられるようにまでなりました。

					あらためまして、あたたかいご支援に心より感謝申し上げますとともに、貴社の益々のご発展をお祈り申し上げます。
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				久木田 純

				元ユニセフ東ティモール代表・関西学院大学教授

				ネピアの視察団が紛争後の東ティモールの現場を訪問し支援を始めて以来、農村部でのトイレの普及が急速に進み、多くの子どもたちの命と健康がまもられてきたことに、当時のユニセフの所長として深く感謝します。このプロジェクトが成功した理由は、まず村人の感染症や寄生虫などへの理解を促進し、彼らが中心となってトイレの建設と維持を行うという参加型のアプローチをネピアの方々が支持し、１３年間支援を継続してくださったことでした。家庭や学校でのトイレの普及により、手洗いや清潔なライフスタイルなども普及し、コロナ禍に対しても大きな予防効果を発揮していると思います。ユニセフと企業とのパートナーシップの素晴らしい例ですね。

				本当に長い間ありがとうございました。

					私がユニセフでかかわった企業とのパートナーシップでは最長、最良の例となりました。

					今後ともよろしくお願いいたします。
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				小林 紀晴

				フォトグラファー

				2008年からプロジェクトの写真を担当させていただきました。東ティモールを訪れたのは計9回になります。

					さまざまなできごとや、出会いがありました。どれもいい思い出です。

					いつしか、東ティモールへ子供たちを撮りに行くことは私のライフワークになっていました。

					なにより13年間におよぶプロジェクトが確実な成果を生んだことを嬉しく思っています。

					そこに継続する力の強さを感じました。微力ながら写真を通して関わることができ、光栄です。
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				並河 進

				コピーライター

				2008年に始まったこのプロジェクトに、コピーライター/クリエイティブディレクターとして関わらせていただきました。

					最初のコピーが、「うんちをする。僕らは生きている。」何度も東ティモールを訪れました。

					暗い雰囲気だった村が、次の年に訪れると、トイレがつくられていて、村人たちの笑顔が増えていることに驚きました。

					マーケティングで人の命が守れるんだ、と誇りに思えるプロジェクトでした。

					応援してくださった皆様、王子ネピアの皆様、ユニセフの皆様、関係者の皆様、そして写真家の小林紀晴さん、本当にありがとうございました。
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				佐藤 邦子

				通訳 元現地NGO

				千のトイレプロジェクトで初期の頃、現地通訳に関わらせていただきました。13年の歩みを見ると、このプロジェクトが国の復興に大きくかかわってきたんだな、と改めて実感しています。現地では村の人達と日本からの訪問者がトイレの大切さを通して共に学んだ時間でした。これからも東ティモールの方々の平和と発展を応援していきたいです。
				

			

		

	



 



